
［企業プロフィール］ 

ミヤシステム株式会社 
 
創　立 ： 2002年3月（2003年5月

30日に現商号に変更） 
代表者 ： 宮脇貴代之 代表取締役 
本社所在地 ： 大分県大分市大字

横尾3836-2 
資本金 ： 2270万円 
従業員数 ： 7名 
事業内容： 建設業に特化したシステ

ムの構築・販売・保守、
コンサルティング・コン
ピューター教育、ホーム
ページ作成 

 

（左から）ミヤシステムの宮脇貴代之社長、宮脇恵
理常務、システムエンジニアの方々。宮脇常務は、
宮脇健司会長の愛娘 

ミヤシステムのホームページ。「ＭＩＹＡＳＹＳＴＥＭ」の
サンプルを無料でダウンロードできるサービスも提供し
ている（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｍｉｙａｓｙｓ.ｃｏ.ｊｐ/） 

ベンチャー企業にも「よいお手本」 

　ミヤシステムは、ベンチャー企業として創業・成長する過程とし
て、地域の中小企業支援策を有効活用している。 
 宮脇建設からの分社化に際して、宮脇常務は、財団法人大分県産
業創造機構に足繁く通ったという。「会社設立に役立つ情報、特に
補助金や融資制度などを教えてもらいました」。 
 さらに、MIYASYSTEMの販売展開に関しても、取引先のマッチン
グイベントに積極的に参加している。 
 宮脇常務は、「経営に役立つ新しい制度などの情報を随時提供し
ていただいています。それも、行政関係にありがちな難しい表現で
はなく、わかりやすい言葉で教えてくれるので、非常に助かってい
ます」と、同機構の活動を高く評価している。 

MIYASYSTEMの特徴「グループ化」の仕組み MIYASYSTEMの特徴「グループ化」の仕組み MIYASYSTEMの特徴「グループ化」の仕組み MIYASYSTEMの特徴「グループ化」の仕組み 

実際の作業は 
工程表 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
1　床堀り・基面整正・残土処理・基礎砕石 
2　構造物据付 
3　埋戻し 
4　●●● 
5　□□□ 
6　×××× 

工種明細
 

1　床堀り
 

2　基面整
正 

3　残土処
理 

4　基礎砕
石 

5　構造物
据付 

6　埋戻し
 

●作業をグループ化 

6.埋戻し 

工程② 工程③ 工程①（床堀基面整正残土処理600m） 

1.床堀り　　　250m3 
2.基面整正　　280m2 

3.残土処理　　100m3 
4.基礎砕石　　270m2

5.構造物据付 
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建
設
業
界
で
は
今
、
厳
し
い
市
場
環
境
を
乗
り
切
る
た
め
に
「
工
事
原
価
管
理
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化

ツ
ー
ル
は
、
使
い
勝
手
が
決
し
て
良
く
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
分
県
の
建
設
会
社
が
〝
画
期
的
〞
な
仕
組
み
を
作
り
出
し
た
。 

シ
リ
ー
ズ
　
業
界
Ｉ
Ｔ
化
探
訪
 

原
価
管
理
へ
の
Ｉ
Ｔ
活
用
事
例
●
ミ
ヤ
シ
ス
テ
ム
 

現
場
で
使
え
る
原
価
管
理
ソ
フ
ト
を
開
発
 

建
設
業
レ
ポ
ー
ト
 

第4回 
　「
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
」
と
い
う

建
設
業
向
け
の
工
事
原
価
管
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
あ
る
。
大
分
県
の
建
設
会
社
で
あ
る

宮
脇
建
設
が
、
２
０
０
０
年
２
月
に
『
工

事
費
用
管
理
装
置
及
び
方
法
』
で
特
許
（
特

許
第
３
０
３
１
６
６
８
号
）
を
取
得
し
、

同
年
９
月
か
ら
販
売
を
開
始
し
た
。
原
価

管
理
の
仕
組
み
と
し
て
は
日
本
で
初
め
て

特
許
を
取
っ
た
製
品
で
も
あ
る
。 

　
現
在
は
、
同
社
か
ら
分
離
独
立
し
た
シ

ス
テ
ム
開
発
会
社
の
ミ
ヤ
シ
ス
テ
ム
が
販

売
を
手
が
け
て
い
る
。 

 
な
ぜ
、
建
設
会
社
自
ら
が
原
価
管
理
ソ

フ
ト
を
開
発
し
た
の
か
―
―
。
理
由
は
明

快
。
市
販
製
品
で
〝
使
え
る
も
の
〞
が
な

か
っ
た
か
ら
だ
。 

 
そ
も
そ
も
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
は
、

宮
脇
建
設
の
自
社
シ
ス
テ
ム
と
し
て
開
発

さ
れ
た
。
同
社
社
長
で
、
現
在
ミ
ヤ
シ
ス

テ
ム
の
会
長
も
兼
務
す
る
宮
脇
健
司
氏
は
、

１
９
９
５
年
に
発
表
さ
れ
た
「
建
設
産
業

政
策
大
綱
」
を
見
て
、
建
設
業
界
の
生
き

残
り
策
と
し
て
原
価
管
理
の
重
要
性
を
感

じ
た
。
し
か
し
、
当
時
販
売
さ
れ
て
い
た

原
価
管
理
シ
ス
テ
ム
を
あ
れ
こ
れ
調
べ
た

と
こ
ろ
、「
現
場
レ
ベ
ル
で
日
次
の
損
益

を
集
計
し
た
い
」
と
い
う
要
望
に
適
う
も

の
は
皆
無
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
自
分
で

作
る
し
か
な
い
」
と
決
断
し
た
の
だ
。 

 
で
は
、
な
ぜ
日
々
の
原
価
管
理
、
損
益

把
握
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か

―
。
こ
の

疑
問
に
対
し
て
、
ミ
ヤ
シ
ス
テ
ム
の
宮
脇

貴
代
之
社
長
は
次
の
よ
う
に
答
え
る
。 

 「
工
事
発
注
数
が
減
り
、
予
算
も
抑
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
建
設
会

社
は
以
前
の
よ
う
な
„
ど
ん
ぶ
り
勘
定
“

で
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
局
面
を
打
開
す
る
に
は
、

採
算
ラ
イ
ン
を
意
識
し
た
原
価
管
理
を
徹

底
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
月
１

回
の
〆
日
に
行
え
ば
よ
い
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
毎
日
の
現

場
作
業
に
組
み
込
む
べ
き
も
の

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
チ
ェ
ッ
ク

の
間
隔
が
短
い
ほ
ど
、
軌
道
修

正
し
や
す
い
か
ら
で
す
。
１
カ

月
の
赤
字
を
翌
月
取
り
戻
す
の

は
難
し
く
て
も
、
今
日
の
赤
字

を
明
日
取
り
戻
す
の
は
そ
う
難

し
く
は
な
い
は
ず
で
す
」。 

   
し
か
し
、
現
場
監
督
が
毎
日
の
日
報
に

お
い
て
、
出
来
高
と
原
価
を
取
り
ま
と
め
、

予
算
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
損
益
を
計
算
す

る
と
い
う
の
は
、
結
構
手
間
が
か
か
る
作

業
だ
。
こ
れ
を
効
率
的
に
行
う
た
め
の
原

価
管
理
シ
ス
テ
ム
な
の
だ
が
、
一
般
的
な

製
品
は
、
設
計
書
に
基
づ
い
た
工
種
（
作

業
の
中
身
）
ご
と
に
数
字
を
入
力
す
る
形

に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
が
、
現
場
レ
ベ
ル

で
使
い
に
く
い
要
因
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、

実
際
の
工
事
作
業
は
、
複
数
の
工
種
が
同

時
進
行
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
る
か

ら
だ
。 

 
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
は
、
こ
の
実

態
を
捉
え
て
、
特
許
取
得
の
決
め
手
に
も

な
っ
た
「
グ
ル
ー
プ
化
」
と
い
う
独
自
の

手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。 

 
こ
れ
は
、
予
算
管
理
・
原
価
管
理
・
工

程
管
理
の
３
つ
を
関
連
付
け
る
仕
組
み
だ
。

例
え
ば
道
路
の
下
水
工
事
な
ら
、
路
面
の

掘
削
、
土
留
め
、
基
面
整
正
、
残
土
搬
出

と
い
っ
た
工
種
が
同
時
進
行
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
工
程
表
の
中
で
連
動
す
る
も
の
を

一
つ
の
「
グ
ル
ー
プ
」
に
す
る
。
そ
の
う

え
で
、
工
種
ご
と
に
異
な
る
出
来
高
の
単

位
を
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
一
つ
に
統
一
す

る
。「
掘
削
は
体
積
（
３ｍ
）、
基
面
整
正
は

面
積
（
2ｍ
）」
と
な
る
の
を
、「
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
単
位
は
距
離
（
ｍ
）」
と
設
定
す
る
。 

 
こ
れ
に
よ
っ
て
現
場
監
督
は
、
グ
ル
ー

プ
と
し
て
の
出
来
高
と
、
原
価
要
素
だ
け

を
入
力
す
る
だ
け
で
済
む
。
後
は
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
が
工
種
別
の
予
算
比
率
を
も
と

に
各
々
の
損
益
や
歩
掛
デ
ー
タ
を
算
出
し
、

「
日
報
」
と
し
て
ま
と
め
て
く
れ
る
の
だ
。 

 
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
で
は
、
翌
日

以
降
の
工
程
に
つ
い
て
も
「
予
定
入
力
」

と
し
て
同
様
に
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ミ
ヤ
シ
ス
テ
ム
の
宮
脇
恵
理
常
務
は
、
こ

の
予
定
管
理
も
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

だ
と
い
う
。「
損
益
見
込
み
が
把
握
で
き

れ
ば
、
採
算
の
取
れ
る
作
業
量
を
割
り
出

せ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
か
に
生
産
性

＝
作
業
効
率
を
上
げ
る
か
を
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
す
」。
収
益
確
保
の
手
立

て
と
し
て
、
〝
原
価
圧
縮
〞
で
は
な
い
策

を
打
て
る
と
い
う
わ
け
だ
。 

 
 

  
さ
て
、
ミ
ヤ
シ
ス
テ
ム
の
活
動

は
、
建
設
現
場
で
原
価
管
理
や
生

産
性
管
理
が
行
え
る
人
材
の
育
成

に
も
広
が
り
始
め
て
い
る
。
今
年

５
月
、
県
内
の
日
本
文
理
大
学
建

設
都
市
工
学
科
と
共
同
で
「
大
分

建
設
情
報
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」

を
発
足
さ
せ
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｙ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
を
用
い
た
原
価
・
工
程

管
理
の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

策
定
を
進
め
、
来
年
度
か
ら
大
学

の
教
育
課
程
と
し
て
実
践
し
て
い

く
考
え
だ
。 

 
ま
た
宮
脇
社
長
は
、「
遅
れ
が
ち
」

と
い
わ
れ
る
建
設
業
、
特
に
中
小

建
設
会
社
の
Ｉ
Ｔ
化
を
支
援
す
る

役
目
も
果
た
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。「
業

界
の
課
題
は
、
導
入
に
か
か
る
コ
ス
ト
負

担
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
当
に
導
入
効

果
が
出
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
情
報
収

集
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
反
面
で
、
Ｉ
Ｔ
業
界
か
ら
も

的
確
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
も

い
え
ま
す
。
そ
こ
で
私
ど
も
は
、
同
業
者

で
の
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け
た
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

本
当
に
役
立
つ
情
報
の
発
信
基
地
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
」。 

 
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
な
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
と

し
て
、
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
と
い
う

自
信
作
を
生
か
し
て
ほ
し
い
と
い
う
想
い

も
あ
る
。「
目
標
は
、
建
設
業
界
の
日
本

標
準
シ
ス
テ
ム
に
な
る
こ
と
」
と
い
う
宮

脇
社
長
の
言
葉
は
、
自
社
の
実
績
だ
け
を

捉
え
た
も
の
で
は
な
い
の
だ
。 

 

作
業
グ
ル
ー
プ
単
位
で
日
報
を
作
成
 

目
標
は
「
日
本
の
標
準
シ
ス
テ
ム
」 


